
一般社団法人 日本構造物診断技術協会 

社会インフラ画像診断サービス「ひびみっけ」 

分 類 コ ー ド           （工法(ｼｽﾃﾑ)・機器・材料） 

関 連 分 類 コ ー ド  

事 例 集 ﾘ ﾝ ｸ (有・無) 

問

合

せ

先 

会 社 名 富士フイルム株式会社 T E L 090-8024-5303 

部 署 イメージングソリューション事業部 F A X  

住 所 〒331-9624 埼玉県さいたま市北区植竹町 1-324 

E-mail ・URL E-mail：infra_service@fujifilm.com URL： ht tp s: // www .f uj if il m.c om /j p/ ja /bu si ne ss /i nsp ec ti on /i nf ras er vi ce /hi bi mi kk e 

内

容 

対象構造物 
コンクリート構造物（ボックスカルバート、橋梁（床版・橋脚）、トンネル、 

ダム・水路、防波堤（湾岸施設）、コンクリート打ちっぱなし構造物） 

項 目 
ひびわれ検出、剥離・鉄筋露出・漏水・遊離石灰、チョーク検出 

 

使 用 機 器 
デジタル一眼カメラ、ドローン 

PC 

使 用 実 績 
1600 社以上で使用 

 

[サービスの特徴] 

○本技術は、橋梁・トンネルなどのコンクリート構造物の写真からひび割れを自動検出するシ

ステムで、従来は、人による近接目視点検の記録で対応していた。本技術の活用により、ひびわ

れのチョーキングおよびスケッチに関わる作業が削減できるため、省力化による施工性の向上及

び経済性の向上が図れる。 

○本技術は、0.05mm 以上の「ひびわれ」の検出以外にも「剥離・鉄筋露出・漏水・遊離石灰」

が検出可能であるが、浮きは対象外のため別途スケッチ等が必要。 

○本技術は複数枚の写真を自動合成すると共にチョークまたはひびわれを自動検出し、画像

(JPG 形式)・CAD(DXF 形式)・ひび長さ・幅の数量表(EXCEL 形式)で出力可能である。 

また、検出したひび割れはひひ幅に応じて色分けが可能であり、0.2mm 未満や 10cm 未満のひび

われを任意に非表示可能である。 

 

 

mailto:infra_service@fujifilm.com
https://www.fujifilm.com/jp/ja/business/inspection/infraservice/hibimikke


一般社団法人 日本構造物診断技術協会 

 
[サービスの仕様] 
（撮影機材）デジタル一眼カメラ（2400 万画素以上を推奨） 

ドローン（機種・搭載するカメラスペックについて要事前確認） 
（PC）WindowsPC （詳細は下記スペックを参照ください） 

 
[サービスのご利用イメージ] 
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